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酪
農
工
場

　
工
場
の
役
割
で
あ
る
「
福
祉
牛
乳
」

の
提
供
は
、
意
外
と
町
民
に
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

 

「
町
民
が
別
海
の
牛
乳
を
飲
め
る

よ
う
に
」
と
い
う
目
的
を
し
っ
か
り

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
大

規
模
な
改
修
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
ど
こ
ま
で

負
担
で
き
る
か
、
施
設
規
模
も
含
め

て
検
討
が
必
要
で
す
。

酪
農
研
修
牧
場

　
指
導
員
不
足
と
研
修
生
の
減
少
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
農
協
と
構
成

す
る
運
営
委
員
会
を
し
っ
か
り
と
機

能
さ
せ
、
綿
密
な
協
議
の
積
み
重
ね

が
大
事
で
す
。

　
運
営
・
経
営
に
関
し
て
は
、
今
後

も
農
協
と
連
携
し
、
本
来
の
目
的
と

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

ギ
カ
イ
の
目

酪
農
工
場

　
別
海
町
酪
農
工
場
は
、
町
産
生
乳
を
原
料
に
牛

乳
・
乳
製
品
の
製
造
販
売
を
行
い
、「
株
式
会
社

べ
つ
か
い
乳
業
興
社
」
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
３
年
か

ら
計
画
的
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
は
、
貫
流
ボ
イ
ラ
ー
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
フ
リ
ー
ザ
ー
の
更
新
、
排
水
処
理
施
設

改
修
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
酪
農
工
場
の
役
割
は
、
地
元
産
牛
乳
を
町
民
に

提
供
す
る
と
と
も
に
、「
別
海
ブ
ラ
ン
ド
」を
普
及・

促
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
普
及
に
は
課
題
が
あ
り
、

施
設
の
規
模
か
ら
全
国
的
な
浸
透
は
困
難
、ま
た
、

設
備
投
資
が
大

き
く
、
新
製
品

の
開
発
が
進
み

に
く
い
状
況
で

す
。

酪
農
研
修
牧
場

　
別
海
町
酪
農
研
修
牧
場
は
、
新
規
就
農
者
・
後

継
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
８
年
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
87
組
が
修

了
し
、
新
規
就
農
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
４
組
８
名
が
研
修
中
で
す
。

　
「
入
口
か
ら
出
口
ま
で
」
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
当
研
修
牧
場
の
強
み
で
あ
り
、
新
規
就
農

し
た
数
も
全
国
的
に
多
い
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
新
規
就
農
の
経
営
方
針
に
合
わ
せ
、
令
和
５
年

に
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
型
の
第
２
牧
場
を
閉
鎖
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
、
つ
な
ぎ
牛
舎
の
み
に
規
模
を

縮
小
す
る
改
修
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
酪
農
希
望
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
町
や
農
協

が
連
携
し
て
年
10
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
今
年

度
１
０
０
人
以
上
の
方
々
と
面
談
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
研

修
生
の
確
保

は
依
然
と
し
て

難
航
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
施
設

の
老
朽
化
と
指

導
員
不
足
も
課

題
で
す
。

２
つ
の
施
設
を
現
地
調
査

今
後  

町
は

             

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か

委員長 今西 和雄　副委員長 宮越 正人　委員 佐藤 雄・戸田 憲悦・松𠩤 政勝・小椋 哲也・髙橋眞結美・市川 聖母
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介
護
職
員
確
保
対
策
事
業

　

各
事
業
所
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
、
町
が
で
き
る
支
援
策
を
し
っ
か

り
と
講
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
も
な
お
、
難
し
い
専
門
人

材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

寄
宿
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

　
委
員
会
に
お
い
て
、
町
民
に
説
明

で
き
る
根
拠
や
、
資
料
が
不
足
し
て

い
る
点
が
、
繰
り
返
し
問
題
視
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
の
協
定
、
施
設
の
改
修
な
ど

に
つ
い
て
も
、
課
題
解
決
に
向
け
て

議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
高
校
生

が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
体
制
を

整
え
る
た
め
、
透
明
性
と
確
実
な
計

画
性
の
必
要
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

ギ
カ
イ
の
目

　
町
で
は
介
護
職
員
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
各
事
業
所
に
お
い
て
、国
で
定
め
ら
れ
て
い
る

人
員
基
準
は
満
た
し
て
い
ま
す
が
、夜
勤
を
伴
う

事
業
所
で
人
材
確
保
が
難
し
い
現
状
や
、補
助
制

度
の
活
用
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
職
員
確
保
に
向
け
て
、町
で
は
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
目
指
す
学
生
へ
の
奨
学
金(

月
額

６
万
円)

を
は
じ
め
、介
護
従
事
者
就
業
支
援
補

助
と
し
て
、新
規
就
労
者
や
復
職
者
へ
の
補
助
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
費
や
、資
格
取

得
受
験
料
お
よ
び
旅
費
の
補
助
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、就
職
説
明
会
へ
の
参
加
費
補
助
や
、求

人
広
告
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、町
内
全
て

の
介
護
事
業
所
を
対

象
に
、人
材
確
保
の

支
援
や
、安
心
し
て

介
護
を
受
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
委
員
会
調
査
で
、
寄
宿
施
設
の
運
営
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
９
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
収
支
計
画
な
ど
の
施
設
運
営
内
容
を
協
定
書

に
明
記
し
て
設
置
者
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
・
人
件
費
の
高
騰
、
食
事
提
供
を

外
部
委
託
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
で
、
設
置
者
か

ら
入
居
者
に
対
す
る
補
助
金
の
増
額
協
議
が
あ
り

ま
し
た
。

　
利
用
生
徒
が
い
る
限
り
、
寄
宿
施
設
は
必
要
と

の
考
え
か
ら
、
月
当
た
り
６
万
円
か
ら
７
万
円
に

９
月
補
正
予
算
で
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
期
間
が
終
了
す
る
令
和
9
年
度
以
降
も
継

続
で
き
る
の
か
、
改
修
に
よ
り
現
在
の
施
設
は
継

続
で
き
る
の
か
、設
置
者
の
意
向
も
含
め
、調
査・

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
の

進
捗
状
況

存
続
で
き
る
か

　
別
海
高
等
学
校
寄
宿
施
設

２
０
２
５
年
問
題
は

　
　
　
　
　
　

ク
リ
ア
で
き
た
の
か

ど
う
な
る
、
今
後
の
寄
宿
施
設

委員長 外山 浩司　副委員長 横田 保江　委員 中村 忠士・田村 秀男・貞宗 拓雄・伊勢 　徹・吉田 和行　
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補正予算など

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
お
よ
び

　
「
既
存
空
き
家
の
活
用
」
単
身

者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
支
援

２
４
７
５
万
円
。

　
「
ア
パ
ー
ト
新
築
の
促
進
」
低
迷

し
て
い
る
新
築
ア
パ
ー
ト
、
居
室
不

足
へ
の
支
援
２
億
６
４
０
０
万
円
。

　
ど
ち
ら
も
町
民
の
入
居
可
能
。

　
福
祉
灯
油
・
暖
房
用
燃
料
費
な

ど
の
助
成
ほ
か
。

　
観
客
席
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
。

　
体
成
分
分
析
装
置
の
購
入
。

　
栄
養
状
態
や
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

デ
ー
タ
で
見
え
る
化
し
、
利
用
者

の
肥
満
予
防
、
自
己
管
理
に
役
立

て
る
。

健
診
機
器
等
購
入
事
業

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

関
連
経
費

福
祉
灯
油
助
成
事
業

１
６
３
万
６
０
０
０
円

50
億
円

７
４
０
万
円

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
全
て
の
サ
イ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
付

与
が
廃
止
に
な
る
た
め
、
９
月
30
日
ま
で
の
駆
け
込
み
寄
付
を
見
込
み
、
50

億
円
の
増
額
補
正
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

全
体
の
増
加
額
は
54
億
８
６
３
０
万
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
３
６
９
億
３
２
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
２
１
６
台
、
別
海
町

酪
農
工
場
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
フ
リ
ー
ザ
ー
１
台
の
財
産
取
得
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

追
加
し
た
予
算
か
ら
主
な
事
業
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

関
係
人
口
の
拡
大
に
伴
う
町
外
寄

付
者
へ
の
返
礼
品
送
付
経
費
や
基

金
へ
の
積
立
金
な
ど
。

　
町
内
の
建
設
業
者
と
契
約
し
、

省
エ
ネ
基
準
の
断
熱
性
能
に
合
う

部
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
新
築
、

増
改
築
ま
た
は
改
修
工
事
の
補

助
。

移
住
者
用
住
宅
確
保
対
策

事
業

２
億
８
８
７
５
万
円

地
域
貢
献
中
小
企
業
支
援

事
業

３
４
６
０
万
円

町
営
野
球
場
整
備
事
業

２
０
０
万
円



田
た

村
むら

秀
ひで

男
お

議員

議員６人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

9

い
つ
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
の
か
！

　
　
我
が
町
の
未
来
予
想
図
は

質 問質
問　
限
ら
れ
た
財
源
と
人
材

の
下
で
、人
口
減
少
、人
材
確
保
、

自
然
災
害
対
策
、
物
価
高
騰
や
外

国
人
へ
の
対
応
な
ど
、
多
種
・
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
る
た
め
の
「
50
年
先
を
見
据

え
た
切
り
札
」
を
見
え
る
化
す
る

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
い

つ
ま
で
に
描
く
の
か
。

答
弁　
今
年
度
か
ら
第
８
次
別

海
町
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
を

し
、
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

構
想
、
市
街
地
活
性
化
お
よ
び
地

域
活
性
化
拠
点
の
再
生
を
進
め
る
。

　

市
街
地
単
位
、
拠
点
単
位
、
そ

し
て
町
全
体
と
い
っ
た
対
象
エ
リ

ア
ご
と
に
草
案
を
作
成
し
、
意
見

聴
取
の
作
業
を
進
め
、
こ
れ
ら
全

て
が
総
合
計
画
の
原
案
に
明
示
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
考
え
。

　

た
だ
い
ま
、
50
年
先
を
見
据
え

た
切
り
札
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
と
、
議
員
か
ら
力
強
い
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

単
に
絵
を
描
く
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
と
常
々
議
員
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
そ
う

考
え
て
い
る
。

　

別
海
町
を
訪
れ
る
方
々
が
、
た

め
息
を
つ
く
よ
う
な
美
し
い
景
観
、

こ
れ
を
守
り
抜
く
崇
高
な
理
念
が

欠
か
せ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
決
意
の
も
と
、
財

政
の
健
全
化
と
、
地
域
再
生
を
同

時
に
進
め
る
長
期
的
な
展
望
を

持
っ
て
、
１
０
０
年
の
大
計
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
、
次
期
８
次
の
総
合
計
画

で
描
か
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

引
き
続
き
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

や
ご
提
案
を
賜
り
た
い
。

20
年
間
で
酪
農
戸
数

　
　
　
３
１
１
戸
減
、
対
策
は

質 問質
問　
20
年
間
で
離
農
４
０
３

戸
、新
規
就
農
72
戸
、差
し
引
き

３
３
１
戸
減
少
し
た
。今
年
５
月

の
戸
数
は
５
３
６
戸
。こ
の
ま
ま

で
は
20
年
後
２
０
０
戸
を
切
る
か

も
し
れ
な
い
。深
刻
だ
。

　
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
行
政
執

行
に
当
た
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　

非
常
に
深
刻
な
状
況

だ
。

　
基
盤
整
備
、
新
規
就
農
者
の
確

保
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

質
問　

初
期
投
資
が
重
く
な

く
、30
頭
程
度
の
小
規
模
か
ら
新
規

就
農
で
き
る
仕
組
み
や
、牛
舎
な
ど

施
設
の
補
修
に
補
助
を
出
す
制
度

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

初
期
投
資
負
担
軽
減

の
た
め
の
補
助
金
の
拡
充
を
行
っ

た
。
小
規
模
で
始
め
ら
れ
る
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
て
い
き
た
い
。

　
施
設
補
修
の
補
助
に
つ
い
て
提

案
は
よ
く
わ
か
る
が
難
し
い
。
農

業
振
興
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

答
弁　
米
軍
機
の
運
用
が
航
空

法
に
準
拠
し
実
施
さ
れ
る
こ
と

は
、
住
民
の
安
全
安
心
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　
し
か
し
、
米
軍
機
の
運
用
に
関

し
て
は
、
日
米
地
位
協
定
に
よ
り

一
部
規
定
が
適
用
除
外
と
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

　
地
位
協
定
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
矛
盾
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

航
空
法
に
沿
っ
た
訓
練
に
し
て
ほ

し
い
と
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。

中
なか

村
むら

忠
ただ

士
し

議員

計
根
別
着
陸
場（
西
春
別
駅
前
）

の
安
全
を
担
保
す
る
た
め
航
空

法
の
準
拠
を
強
く
求
め
る
べ
き
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議員６人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

外
国
人
労
働
者
の
今
後
の
重
要
性
と

行
政
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

質 問

伊
い

勢
せ

　徹
とおる

議員

学
び
を
止
め
な
い

　
　
　
　
不
登
校
支
援
を
問
う

質 問質
問　
不
登
校
支
援
と
し
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
出
席
扱
い
と
す

る
制
度
の
導
入
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
弁　
学
習
機
会
確
保
に
有
効

と
認
識
し
て
い
る
。
保
護
者
と
の

連
携
や
対
面
指
導
な
ど
国
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

　
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
る
ー
む
」
利
用
は
、
出
席
扱
い

と
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
の
試
行
導
入
予
定

は
な
い
。

質
問　
１
人
１
台
の
端
末
が
配

備
さ
れ
て
い
る
が
、
教
員
の
活
用

に
は
差
が
あ
る
。
研
修
や
支
援
体

制
は
ど
う
か
。

答
弁　
道
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
校

の
視
察
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
得
た
知
見
や
実
践
例
を

各
学
校
で
共
有
し
、
教
員
が
効
率

的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
整
え
、
児
童
生
徒
の
学

習
効
果
の
向
上
を
図
り
た
い
。

質
問　
西
春
別
地
区
で
の
ふ
れ

あ
い
る
ー
む
※
開
設
日
の
増
設
は
。

答
弁　
自
立
支
援
の
場
と
し
て

週
一
回
の
開
設
を
続
け
て
い
る
。

　
日
数
不
足
の
要
望
は
届
い
て
い

な
い
が
、
今
後
も
利
用
者
や
家
庭

の
声
を
丁
寧
に
聴
き
、
必
要
に
応

じ
て
整
備
す
る
。

質
問　
不
登
校
の
背
景
に
学
校

要
因
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

答
弁　

一
律
指
導
を
見
直
し
、

個
別
最
適
や
協
働
的
な
学
び
を
充

実
さ
せ
る
。
行
事
の
選
択
制
な
ど

も
取
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
学
校
も
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

と
し
て
き
た
こ
と
を
、
見
直
す
時

期
に
き
て
い
る
。

市
いち

川
かわ

聖
まりあ

母議員

質
問　
直
近
の
町
内
の
人
口
と

外
国
人
労
働
者
の
国
別
の
人
数

は
。答

弁　
８
月
末
の
町
内
人
口
は

１
万
３
８
２
２
名
。

　
ベ
ト
ナ
ム
２
５
９
名
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
１
６
２
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

１
４
７
名
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
18
名
、

中
国
11
名
、
韓
国
８
名
、
ネ
パ
ー

ル
７
名
、
ア
メ
リ
カ
５
名
、
タ
イ

３
名
、
カ
ナ
ダ
２
名
、
朝
鮮
・
南

ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ス
・

メ
キ
シ
コ
各
１
名
の
６
２
７
名
が

町
内
外
国
人
数
で
、
そ
の
内
80
％

台
が
外
国
人
労
働
者
。

質
問　
外
国
人
住
民
へ
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
や
商

業
施
設
の
不
足
を
指
摘
す
る
意
見

が
多
い
が
、
町
側
の
対
策
は
。

答
弁　
公
共
交
通
機
関
の
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
く
。

　
町
内
企
業
の
経
営
持
続
化
や
発

展
、
新
規
開
業
や
新
業
態
の
事
業

者
の
支
援
を
、今
後
も
継
続
す
る
。

質
問　
日
本
語
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
の
要
望
が
多
い

が
、
町
側
の
対
策
は
。

答
弁　
商
工
会
や
商
工
関
係
団

体
な
ど
と
情
報
共
有
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
考
え
て

い
き
た
い
。

質
問　
モ
ス
ク
の
建
設
に
つ
い

て
。答

弁　
特
定
の
宗
教
に
対
す
る

公
的
支
援
は
、
難
し
い
。

質
問　
育
成
就
労
制
度
へ
移
行

さ
れ
る
と
、
諸
問
題
が
出
る
と
思

わ
れ
る
が
、
町
の
見
解
は
。

答
弁　
現
時
点
、
具
体
的
な
対

策
は
検
討
し
て
い
な
い
。

※ふれあいるーむ…本校から離れた場所に設けられた教室（分校）
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議員６人による一般質問
詳細はこちらからご覧になれます

「
す
こ
や
か
」を

　
　
　
よ
り
快
適
な
環
境
に
！

質 問質
問　

こ
の
夏
の
猛
暑
に
よ

り
、老
人
保
健
施
設
「
す
こ
や
か
」

の
入
所
者
の
中
で
、
体
調
不
良
に

な
っ
た
方
は
い
な
か
っ
た
か
。

答
弁　
２
名
が
軽
い
脱
水
状
態

に
な
り
、
投
薬
や
点
滴
に
よ
り
数

日
で
回
復
し
た
。

質
問　

入
浴
時
の
脱
衣
場
は
、

職
員
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
体
調
を
崩
し
た
職
員
は
い
な

か
っ
た
の
か
。

答
弁　
幸
い
に
も
体
調
不
良
の

職
員
は
、
確
認
し
て
い
な
い
。

質
問　
「
す
こ
や
か
」
は
、
定

員
が
50
名
で
15
部
屋
あ
る
老
人
保

健
施
設
。
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、

今
後
の
暑
熱
対
策
は
。

答
弁　

暑
い
日
が
長
く
続
き
、

療
養
室
の
温
度
管
理
が
難
し
い
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　
今
後
も
医
療
職
、
介
護
職
が
一

体
と
な
っ
て
利
用
者
の
体
調
管
理

に
努
め
て
い
く
。

　
よ
り
健
康
を
損
な
わ
な
い
環
境

を
提
供
す
る
た
め
、
空
調
機
器
の

増
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
学
校
施
設
で
、
利
用
頻

度
の
高
い
体
育
館
の
暑
熱
対
策
は
。

答
弁　
現
状
で
は
、
カ
ー
テ
ン

に
よ
る
遮
光
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

な
ど
の
空
気
の
循
環
な
ど
簡
易
的

な
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
の
予
定
は

な
い
。猛
暑
日
な
ど
に
お
い
て
は
、

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
普

通
教
室
を
活
用
し
て
、
授
業
の
振

り
替
え
を
行
う
な
ど
工
夫
し
て
対

応
し
て
い
る
。

外
と

山
やま

浩
こう

司
じ

議員

行
政
か
ら
町
民
へ

　
　
対
話
の
場
を
一
つ
で
も
多
く

質 問

吉
よし

田
だ

和
かず

行
ゆき

議員

質
問　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運

用
開
始
前
後
の
、
町
民
の
反
応
に

変
化
は
あ
っ
た
か
。

答
弁　
令
和
５
年
８
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
反
応
を
直
接
把
握
す
る
の
は
難

し
い
が
、
登
録
者
数
は
令
和
５
年
度

１
７
８
５
人
、６
年
度
３
４
５
６
人
、

７
年
度
８
月
末
時
点
で
３
９
３
８
人

と
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

質
問　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、財
政
状
況
を
踏
ま

え
た
行
政
報
告
会
や
、町
民
懇
談

会
な
ど
対
話
の
場
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

答
弁　
現
時
点
で
報
告
会
や
懇

談
会
の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

　
財
政
資
料
の
作
成
、「
デ
ー
タ
で

考
え
る
別
海
町
」
の
情
報
充
実
、

総
合
計
画
や
拠
点
再
生
構
想
づ
く

り
を
通
じ
て
、
同
様
な
対
話
の
場

を
確
保
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
行
政
側
か
ら
町
民
へ
の

対
話
の
場
を
、
も
っ
と
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
個
別
の
対
話
の
場
を
設

け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
参
加
者
が

少
な
く
継
続
し
て
い
な
い
。

　
現
在
は
、
団
体
や
町
内
会
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
対
話
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
施
策
が
数
多
く
進
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
説
明
す
る
場
を

増
や
し
た
方
が
、
う
ま
く
進
む
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　
行
政
の
説
明
は
議
員
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
る
。

　
議
員
は
町
民
の
代
表
な
の
で
、

議
員
が
地
域
の
声
を
拾
っ
て
行
政

に
提
言
し
て
ほ
し
い
。

涼
し
い
体
育
館
で
授
業
を
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研修レポート
　
読
ま
れ
、
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り

の
研
修
会
で
は
、
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
芳
野
政
明
氏
か
ら
広
報
の
役

割
や
編
成
方
針
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の

要
素
な
ど
を
享
受
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
べ

つ
か
い
」
か
ら
実
践
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

の
研
修
会
で
は
、
㈱
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ａ
の
酒
本
浩
社
長
か
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
や
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
参
画
、
公
共
空

間
の
活
用
方
法
な
ど
を
伝
授
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
政
策
議
会
に
反

映
し
ま
す
。

　
㈱
ピ
ー
ア
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
高

橋
佑
介
研
修
講
師
か
ら
、
議
会
広
報

の
「
見
せ
方
」「
読
ま
せ
方
」「
伝
え

方
」を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
べ
つ

か
い
」
か
ら
取
り
入
れ
ま
す
。

　
研
修
会
の
ま
と
め

　
議
会
広
報
は
、「
情
報
を
伝
え

る
だ
け
の
紙
」
で
は
な
く
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
議
会
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
で
す
。

　
本
研
修
会
で
学
ん
だ
視
点
を
大

切
に
、
一
人
で
も
多
く
町
民
の
皆

さ
ま
の
心
に
届
く「
紙
面
づ
く
り
」

や
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

　
戸
田
憲
悦
副
議
長
が
、
多
年
に

わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
、
議
会

制
度
の
高
揚
と
地
域
の
振
興
お
よ

び
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
の
自
治
功
労

者
と
し
て
、
25
年
以
上
の
在
職
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
へ

広
報
小
委
員
会

　
　

８
月
18
日
か
ら
３
日
間
の
研
修
漬
け
で
、
新
し
い
知
識
を
委
員
８
名
が
切
磋
琢
磨
す
る
。

自
治
功
労
者 

表 

彰

広告会社の視点を生かした高橋講師の講義

まちづくりのエキスパート酒本社長の講義

議会サポーター芳野氏の講義



私たちが見た・感じた　別海町議会 !!
議会モニターの皆さんに、一般質問を傍聴してのご意見をお聞きしました。

令和７年　第２回定例会

ペーパーレス化に
　取り組んでいます

議会研修会
「災害情報プラスGIS 活用」を学ぶ

　令和２年から別海町議会は、議会運営
の効率化を目的として、タブレットを導
入しています。
　会議資料のペーパーレス化や迅速な資
料の提供、さらに常任委員会の調査の強
化、議事運営上の連絡がスムーズに行え
るなどペーパーレス化が進んでいます。

　　　　　　　山本教授を講師として招き、防災対策
における災害情報、地震情報システム、拡張現実など
の活用や能登半島地震における現地調査の結果などに
ついての研修を受けました。
　別海町議会における政策形成と議会機能の強化を図
るとともに、別海町議会業務継続計画を推進する上で、
大変参考になりました。
※ＧＩＳ…「地図上で情報を扱う」仕組み
　ＧＰＳ…「今どこにいるか」を計る道具

別海町役場庁舎

講師　国立大学法人 電気通信大学大学院
山本 佳世子 教授

　　　一般質問の内容は、できるだけ多くの町
　　民の利益に直結するものがいいなと思いま
した。当事者の立場に立って、答弁してくれる
と親近感が湧きます。（S氏）

　　　今どうするとかではなく、未来を担った
　　こと、また子どもたちのこと、リンクのこ
と、道の駅のこと、猫のこと、興味深く身近に
感じることが質問されていたので、興味深く拝
聴しました。（Y氏）

　　　生で見て、議会の臨場感が伝わりました。
　　議員や町職員が別海町をより良くしたいの
が、ぼやっとですが伝わりました。（O氏）

　　　質問の背景や、今後の展望が見えるよう
　　な質問の仕方をされていたので、リアルに
想像しながら聞いていました。
　良かったのが、しっかりと地域の人の声を拾
い、町への見解を質問していたことです。こん
な風に地域の声が、議員さんを通して大きな声
の一つになって、町を動かして行くのかなと感
じました。（N氏）

　　　議会は個別の案件の可否だけでなく、今
　　後のまちづくりについて、町側と議員とで
いろいろ意見を交換する場であっても、よいの
ではないかと思いました。（F氏）

令和７年　第３回定例会
　　　踏み込んだ答弁で、環境を良くしていこ
　　うという熱意が感じられた。
　次もまた聴きたい。（S氏）

　　　議員一人一人が、真剣に町民の声を行政
　　の場で伝えてくれているんだと、感銘を受
けました。（Y氏）

13

議会活動アラカルト
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〒086-0205　北海道野付郡別海町別海常盤町280番地　TEL（0153）74-9854（直通）
16

▲

◆
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
声

　
　
　
　

和わ

だ田　

博ひ
ろ

司し

さ
ん

　
枚
方
市
出
身
の
和
田
さ
ん

は
ス
ペ
イ
ン
で
の
勤
務
を
経

て
、
姉
妹
都
市
の
縁
か
ら
別

海
町
に
ご
夫
婦
で
移
住
さ
れ

ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
人

選
手
の
通
訳
や
ホ
ー
ム
試
合

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
奥
様
は
英
語
と
ス
ペ
イ
ン

語
、
和
田
さ
ん
は
日
本
語
で

試
合
を
盛
り
上
げ
、
町
民
の

温
か
い
応
援
を
実
感
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
普
段
は
地
域
情
報
サ
イ
ト

「
べ
つ
か
い.new

s

」
の
運

営
や
、
別
海
高
校
と
連
携
し

て
酪
農
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
の
開
発
に
も
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
教

師
の
資
格
も
持
ち
、
外
国
人

住
民
向
け
の
日
本
語
教
室
の

開
設
も
考
え
て
お
り
、
地
域

と
世
界
を
つ
な
ぐ
活
動
を
広

げ
て
い
ま
す
。

◆�

地
元
で
再
び
野
球
と

　

向
き
合
う

　
　
　
　

外と

石い
し　

雄ゆ
う
だ
い大

さ
ん

　
外
石
さ
ん
は
小
学
生
の
頃

か
ら
大
学
ま
で
野
球
を
続

け
、
卒
業
後
は
一
度
野
球
を

離
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
元
別
海

で
新
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
る

と
聞
き
、
協
力
隊
と
し
て
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
遠
征
の
手
配
や
試
合

運
営
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
別
海
は

ホ
ー
ム
試
合
で
の
観
客
が
他

球
団
の
数
倍
に
上の
ぼ

り
、
地
域

と
の
盛
り
上
が
り
を
強
く
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
幼
稚
園
や
小
学

生
を
対
象
に
し
た
野
球
教
室

を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
が
気

軽
に
、
野
球
に
ふ
れ
あ
え
る

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
選
手
で
は
な

く
支
え
る
立
場
か
ら
、
野
球

の
魅
力
を
広
げ
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

◆�

チ
ー
ム
を
支
え
る

　

若
き
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

松ま
つ

田だ　

恵け
い

永と

さ
ん

　
札
幌
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
た

松
田
さ
ん
は
、
球
団
関
係
者

か
ら
の
誘
い
を
受
け
て
故
郷

で
あ
る
別
海
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
直
前
に
チ
ー
ム

へ
加
わ
り
、
選
手
一
人
一
人

の
体
調
や
動
き
を
見
な
が

ら
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み

立
て
て
い
ま
す
。
監
督
や

コ
ー
チ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
を
任
さ

れ
る
場
面
も
多
い
そ
う
で

す
。

　
中
西
別
の
練
習
場
な
ど
を

活
用
し
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
１
年
目
で
築

い
た
基
盤
を
も
と
に
、
２
年

目
は
よ
り
高
い
成
果
を
目
指

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

◆
３
人
の
ま
と
め
の
声

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、
チ
ー

ム
は
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
も
、
さ
ら
に

躍
動
す
る
別
海
パ
イ
ロ
ッ
ト

ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。


